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鵜沼宿、盛り上げてます！

かかみがはらっこ●稲羽中学校
みんな集合●雲雀コーラス

クローズアップ●森下結衣さん
写真で振り返る50年●2002 年「市北部林野火災」

地域でつくる、安心・安全
かかみがはら安心ねっとわーく

中山道鵜沼宿ボランティアガイド

あさけんレポート「消防団員の勇姿と咲く成人」

KAKAMIGAHARA CITY
50th ANNIVERSARY

市制施行50周年

【市制施行50周年　成人式】
「咲」をテーマに開催された「平成26年成
人式」を企画・運営した企画委員の皆さん。
新成人となった彼らが、市を盛り上げ、明
るい未来を築きます。
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ボランティアガイドボランティアガイド
鵜沼宿、盛り上げてます！
鵜沼宿、盛り上げてます！

中山道
鵜沼宿
中山道
鵜沼宿

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、
歴
史
や
地

域
を
愛
す
る
市
民
、
約
20
人
で
活
動
中
。

鵜
沼
宿
や
当
時
の
歴
史
を
、
一
般
の
方
に

も
分
か
り
や
す
く
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鵜
沼
宿
の
案
内
に
加
え
、
中
山

道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
伊
木
山
周
辺
の
史
跡

め
ぐ
り
な
ど
、
地
域
の
歴
史
に
親
し
む
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
伊
木
山
で
信
長
が
食
べ
た
と

い
う
「
と
ろ
ろ
汁
」
や
、
伊
能
忠
敬
ゆ
か

り
の
「
ね
ぶ
か
雑
炊
」
な
ど
、
郷
土
の
料

理
復
元
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

鵜
沼
宿
に
関
す
る
知
識
が
な
く
て
も
大

丈
夫
！
元
気
で
各
務
原
と
鵜
沼
宿
が
大
好

き
な
方
、ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

定
員　

10
人
程
度
（
選
考
）

備
考　

▼
説
明
会
（
２
月
23
日
・
26
日
の

い
ず
れ
か
）
に
参
加
が
必
要
▼
３
～
４
月

に
研
修
会
（
数
回
）
を
開
催
予
定

申
込
と
詳
細　

２
月
16
日
ま
で
に
歴
史
民

俗
資
料
館
（
鵜
沼
西
町
１
、
町
屋
館
内
）

☎
０
５
８
（
３
７
９
）
５
０
５
５

　

中
山
道
鵜
沼
宿
で
は
、
訪
れ
た
皆
さ
ん

に
鵜
沼
宿
の
歴
史
を
堪
能
し
て
も
ら
お
う

と
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ガ
イ
ド

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
８
月
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
、
こ
れ
ま
で
に
ガ
イ
ド
し
た
お
客
さ
ん

は
約
４
万
人
。
利
用
し
た
方
か
ら
も
好
評

な
、
中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
、

郷
土
の
料
理
も
復
元

未
経
験
者
も
大
歓
迎
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集
中

未
経
験
者
も
大
歓
迎
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集
中

ぷらっと寄り道ウオーキング

ねぶか雑炊

　

ガ
イ
ド
は
、
町
屋
館
と
脇
本
陣
の
営
業

日
、
午
前
９
時
～
午
後
４
時
の
間
に
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。
土
日
・
祝
日
は
各
施

設
１
人
ず
つ
待
機
し
て
い
ま
す
が
、
平
日

は
ガ
イ
ド
が
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

申
込
は
、
各
施
設
の
ガ
イ
ド
に
声
を
か

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。団
体
は
、

２
週
間
前
ま
で
に
歴
史
民
俗
資
料
館
に
申

請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

 
な
お
、
ガ
イ
ド
の

時
間
は
１
時
間
を
目

安
に
、
ご
希
望
に
合

わ
せ
て
ご
案
内
で
き

ま
す
。 気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

団
体
は
事
前
に
予
約
を

町屋館
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幕
末
、
将
軍
に
嫁
い
だ
皇
女
和か

ず
の
み
や宮な

ど
お
姫
様
が
通
行
し
、「
姫
街
道
」
と

も
呼
ば
れ
る
中
山
道
。

　

そ
ん
な
中
山
道
で
、
今
回
が
初
め
て

と
な
る
イ
ベ
ン
ト
「
ひ
な
祭
り
」
を
開

催
。
お
雛ひ

な

様
が
着
て
い
る
「
十じ

ゅ
う
に
ひ
と
え

二
単
衣
」

の
着
付
け
を
公
開
す
る
ほ
か
、
着
物
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
「
き
も
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
や
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

も
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
２
日（
日
）

午
後
１
時
～

場
所　

中
山
道
鵜
沼
宿

脇
本
陣（
鵜
沼
西
町
１
）

着
物
モ
デ
ル
を
募
集
中
！

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
、
き
も
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
出
演
す
る
モ
デ
ル
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
年
齢
や
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

定
員　

15
人
程
度
（
選
考
）

備
考　

着
物
が
な
い
方
も
参
加
で
き
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
込　

２
月
16
日
ま
で
に
、
電
話
な
ど

で
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
５
８
（
３
７

９
）
５
０
５
５

３
月
２
日
（
日
）

「
鵜
沼
宿 

姫
街
道
ひ
な
祭
り
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
・
近
藤
章
さ
ん
に
聞
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
・
近
藤
章
さ
ん
に
聞
く

鵜
沼
宿 

ス
ポ
ッ
ト

鵜
沼
宿 

ス
ポ
ッ
ト

鵜
沼
宿

鵜
沼
宿

鵜
沼
宿

鵜
沼
宿

ス
ポ
ス
ポ
ッ

ス
ポ
ス
ポ
ッ

オ
ス
ス
メ

平成23年に再生整備が完了し、かつての風情を今に伝える鵜沼宿。
そんな鵜沼宿の見どころを、平成20年のボランティアガイド始動
当初からガイドをつとめる、近藤さんに教えてもらいました！

①鵜沼宿のモチノキ①鵜沼宿のモチノキ

②絵図にみる「野道」②絵図にみる「野道」
の みち

③石亀神社③石亀神社
いしがめ

鵜沼宿駐車場の西に立つ、1 本のモチ
ノキ。天保 4 年（1833）、鵜沼宿で
旅
は た ご

籠など 24 軒が全焼した大火が発生
したとき、延焼を防いだのがこのモチ
ノキだったとされています。

江戸時代の鵜沼宿の絵図には、中山道
から延びる数多くの支道「野道」が記
され、そのほとんどが現在も残ってい
ます。写真は菊川酒造西側の野道。こ
うした発見も宿場の魅力の一つです。

中山道から北へ 200 ｍ。八木山通り
沿いにある石亀神社は、「鵜沼石」の
産地として、往時盛んだった石切りの
跡が残ります。この鵜沼石は、尾張藩
主の墓石に使われるほど良質でした。

ボランティアガイドからのメッセージボランティアガイドからのメッセージ
私たちボランティアガイドは、毎月集まって鵜沼宿や歴史に関す
る勉強会を開催するなど、スキルアップに努めています。皆さん
へのご案内では、それぞれの持ち味を活かしながら、個性豊かな
ガイドを提供しています。私たちの案内により、きっと新しい発
見があると思います。ぜひ鵜沼宿へお越しください。
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ねっとわーく

かかみがはらかかみがはら

地
域
で
つ
く
る
安
心
・
安
全

民
間
事
業
者
と
の
連
携

　

か
か
み
が
は
ら
安
心
ね
っ
と
わ
ー
く

は
、「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
「
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

　

孤
立
死
を
防
ぐ
た
め
、
地
域
で
高
齢
者

宅
に
異
常
が
な
い
か
を
見
守
り
ま
す
。
高

齢
者
宅
を
訪
れ
た
人
が
、
新
聞
や
郵
便
物

が
溜
ま
っ
て
い
る
、
何
日
も
電
気
が
つ
い

た
ま
ま
で
あ
る
な
ど
、
異
変
を
感
じ
た
時

に
、
市
役
所
へ
連
絡
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

徘は
い
か
い徊

な
ど
で
行
方
不
明
と
な
っ
た
市
民

を
早
期
に
発
見
、
保
護
す
る
た
め
、
各
務

原
警
察
署
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
、
防
災

無
線
や
防
犯
メ
ー
ル
で
行
方
不
明
者
の
情

報
提
供
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

実
際
に
、
昨
年
８
月
、
新
聞
が
溜
ま
っ

て
い
る
と
の
連
絡
を
受
け
、
熱
中
症
で
倒

れ
て
い
た
高
齢
者
を
救
助
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
仕
組
み
を
活
か
す
た

め
に
は
、
市
民
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
近
隣
の
異
変
に
気
が
つ
い
た
時
、
行
方

不
明
者
の
情
報
を
得
た
時
は
、
各
務
原
警
察

署
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
０
１
１
０
や
市
役

所
高
齢
福
祉
課
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

民
間
事
業
者
の
中
に
は
、
市
内
の
住
宅

や
事
業
所
な
ど
を
訪
問
す
る
機
会
の
多
い

と
こ
ろ
や
、
営
業
活
動
で
市
内
を
移
動
す

る
時
間
の
長
い
と
こ
ろ
も
。
市
が
こ
れ
ら

の
事
業
者
と
協
力
す
る
こ
と
で
、「
安
心

ね
っ
と
わ
ー
く
」
を
よ
り
強
力
な
も
の
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
市
内
に
店
舗
の
あ
る

９
銀
行
で
構
成
さ
れ
る
、
各
務
原
金
融
協

会
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

市
内
で
宅
配
を
行
う
「
生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
ぎ
ふ
」
も
こ
の
事
業
に
加
わ
る
予

定
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
、
団

体
に
呼
び
か
け
、
地
域
で
の
見
守
り
の
輪

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

安心ねっとわーくシンボルマーク

ねっとわーく
安 心

市
民
皆
さ
ん
の
協
力
も
必
要

【
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

【
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

高齢化が進む市で、高齢者が安心して生活で
きる社会を目指して、平成 25 年 4 月から始
まった「かかみがはら安心ねっとわーく」。
民間事業者の参加で、より強力になったネッ
トワークをご紹介します。

詳細　高齢福祉課☎ 058-383-1779

警
察
署
か
ら
の
情

報
を
も
と
に
、
行

方
不
明
者
の
発

見
・
保
護

? 顧
客
宅
で
気
付
い

た
異
変
を
、
市
役

所
な
ど
へ
連
絡

事
務
所
や
営
業
車

に
事
業
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
張
っ
て
、

宣
伝

民間企業
　 との連携

く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
い
、
市
内
に
安

心
が
広
が
っ
て
い
け
ば
う
れ
し
い
で
す
。

Kakamigahara 
Safety NetworkSafety NetworkSafety Network
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昨
年
末
、
年
末
夜
警
に
従
事
し
て
い

る
消
防
団
員
を
激
励
。
59
班
あ
る
消
防

団
の
う
ち
、
今
回
は
20
班
の
消
防
団
車

庫
を
訪
問
し
ま
し
た
。　

　

深
夜
ま
で
、
底
冷
え
す
る
環
境
に
も

関
わ
ら
ず
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た

め
、
献
身
的
に
活
動
し
て
い
る
団
員
の

姿
に
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
１
月
12
日

早
朝
、
市
民
公
園
で
消
防
団
員
、
消
防

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
員
、
危
険
物
処
理
サ

ポ
ー
ト
隊
員
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
な

ど
総
勢
約
８
０
０
人
の
参
加
の
も
と
、

分
列
行
進
が
ス
タ
ー
ト
。
今
年
も
盛
大

に
消
防
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
積
極
的
に
消
防
業
務
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
自
治
会
や
、
消
防
団

員
の
活
動
を
陰
で
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
団
員
の
奥
様
を
表
彰
。

　

最
後
に
は
恒
例
の
、
消
防
団
員
ら
に

よ
る
一
斉
放
水
が
披
露
さ
れ
、
力
強
い

消
防
団
員
の
勇
姿
を
目
の
当
た
り
に

し
、
非
常
に
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
日
に
市
民
会
館
で
は
新

成
人
が
企
画
運
営
す
る
成
人
式
も
盛
大

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
式
の
テ
ー
マ
は
「
咲
」。
こ

の
字
に
は
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
た
全
て

の
方
に
感
謝
し
、
自
覚
と
責
任
を
持
っ

て
自
分
ら
し
い
希
望
の
花
を
咲
か
せ
た

い
。
そ
し
て
、
次
世
代
に
繋
が
る
す
て

き
な
「
実
」
を
実
ら
せ
た
い
、
と
い
う

気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
き
、

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
前
途
は
希
望
に

満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た

保
護
者
の
方
、
諸
先
生
方
、
地
域
の
皆

さ
ん
。
そ
し
て
仲
間
。
そ
の
す
べ
て
の

方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ

れ
か
ら
も
支
え
あ
い
、
助
け
合
い
な
が

ら
、
社
会
の
中
で
存
分
に
活
躍
し
て
く

だ
さ
い
。

「消防団員の勇姿と
　咲く成人」

ASAKEN Report

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

安
心
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　

こ
の
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
使
用
す
る
、
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ

ン
は
、
市
内
の
中
学
生
か
ら
募
集
。
全
24

作
品
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
那
加
中
学

校
３
年
、
兼
松
那
菜
美

さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

安
心
が
広
が
り
ま
す
よ
う
に

　お
花
を
持
つ
女
の
子
の
デ
ザ
イ
ン
が
、

と
て
も
か
わ
い
く
仕
上
が
っ
た
の
で
、
事

業
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
た

各
務
原
金
融
協
会
と
協
定
締
結

　

民
間
事
業
者
と
し
て
初
め
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
加
わ
っ
た
、各
務
原
金
融
協
会
。

ご
協
力
い
た
だ
く
銀
行
に
は
、
営
業
活
動

中
の
異
変
の
発
見

や
行
方
不
明
者
の

情
報
提
供
な
ど
の

役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
の
締

結
に
よ
り
、
安
心

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
さ
ら
に
強
化
さ

れ
ま
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

ス
テ
ッ
カ
ー

く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
い
、
市
内
に
安

心
が
広
が
っ
て
い
け
ば
う
れ
し
い
で
す
。

安
心
・
安
全
に
協
力
し
た
い

　
私
た
ち
銀
行
は
、
営
業
活
動
で
お
客
様

の
お
宅
や
、
市
内
の
事
業
所
な
ど
を
訪
問

す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
営

業
活
動
中
に
気
が
付
い
た
異
常
を
通
報
し

た
り
、
行
方
不
明
者
の
情
報
を
提
供
し
た

り
し
て
、
市
内
の
安
全
、
安
心
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

那加中学校 3年
兼松那菜美さん

各務原金融協会会長
古川三博さん
（協定締結時）

　

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に

は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
民
間
事
業
者
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
近

隣
の
見
守
り
や
情
報
提
供
な
ど
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

安
心
で
き
る
社
会
の
た
め
に
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対象　小学校就学前のお子さん（過去に掲
載された方、4 月から新１年生の方を除く）
掲載予定　5 月 1 日～ 10 月 15日号
定員　24 組（抽選）
備考　当選者にのみ連絡します

広報紙裏表紙の元気ッズ募集！ 申込と詳細　2 月 25 日（必着）までに、「郵便番号、
住所、日中連絡がとれる電話番号、子どもの氏名・誕
生日、保護者の氏名」を明記し、メールは件名を「元気ッ
ズ応募」として koho1@city.kakamigahara.gifu.jp、
はがきは〒 504-8555 那加桜町 1-69、市役所秘書広
報課☎ 058-383-1111 内線 2152

シニア専用
トレーニング講習会

　トレーニングルーム利用のた
めの受講証を発行します。
日程　2 月 19 日(水)、26 日 (水)△

9:30 ～12:00 ＝総合体育館△

13:30 ～ 16:00 ＝市民プール
対象　市内在住の 60 歳以上の方
定員　各５人（申込順）
費用　250 円
備考　 ▽一般利用者の利用時間
帯に行います ▽ 1 回で終了
申込と詳細　2 月 3 日～高齢福
祉課☎ 058-383-1779

　平成 26 年度新規入団児童を
募集します。音楽経験が無くて
も大丈夫。演奏は行わない、フ
ラッグなどで表現する「カラー
ガード」パートも募集します。
対象・定員　①楽器演奏＝新小
学 3 年生・20 人、新小学 4 年生・
若干名②カラーガード＝新小学
3 ～ 6 年生・若干名（いずれも
申込順）
申込と詳細　2 月 20 日までに
学校教育課☎ 058-383-1118

各務野さくらマーチング
バンド新規団員募集

健康増進パワーアップ
トレーニング講習会

　総合体育館・市民プールのト
レーニングルーム利用に必要な
受講証を発行します。
日程　 ▽総合体育館＝3月15日

（土）　9:00 ～、6 日（木）・24 日
（月）　19:00～ ▽市民プール＝
3月9日（日）・28日（金）　10:00 ～、
12 日（水）　19:00 ～
対象　高校生以上
定員　各 30 人（申込順）
費用　250 円
備考　

△

プール内のトレーニン
グではありません

△

講習会は 2
時間程度
申込と詳細　「住所、氏名（ふり
がな）、電話番号、性別、生年月日

（年齢）、希望会場、第 1･ 第 2 希
望日」を明記 し、メール（件名を

「トレーニング講習会受講申込」
として）aichswim-kkm@okb
net.ne.jp、往復はがき（1 枚で
1 人、返信用の宛先を明記）、
または直接〒 509-0143 鵜沼小
伊木町 4-300、市民プール☎ 05
8-370-6506

イングリッシュ・
バス・ツアー 2014

　市国際交流員や外国人講師と
行く日帰りバスツアー。英会話
と小旅行を楽しみます。
日時　3 月11日（火）　8:30 ～
16:30（雨天決行）
場所　愛知県常滑市とセントレ
ア見学、中央図書館北側 ( 那加
門前町 3) 集合 ･ 解散
定員　35 人 ( 抽選 )
費用　 ▽ 一般 5000 円 ▽ 国際
協会会員 4000 円 ( 当日支払・
昼食込み )
申込と詳細　2月24 日(必着）ま
でに「郵便番号、住所、氏名、ふ
りがな、携帯電話番号、国際協
会の会員かどうか、イングリッ
シュ ･ バス ･ ツアー」と明記し
て、メール kia@city.kakamiga
hara.gifu.jp、または往復はが
きで〒 504-8555 那加桜町 1-
69、市役所観光文化課内各務原
国際協会事務局☎ 058-383-1
426

　上原彩子さんをはじめ、国際
的に活躍する数多くのピアニス
トを育成した江口文子先生の指
導によるピアノ教室。受講生の
発表会です。
日時　2月22日（土）　14:00～
場所　岐阜車体工業株式会社か
とれあホール（鵜沼
三ツ池町 6）
詳細　学校教育課☎
058-383-1118

各務原「ピアノ教室」
発表会

日時　2月23日（日）　13:00～
16:00
場所　中央図書館４階多目的
ホール（那加門前町 3）
定員　80 人（申込順）
内容　 ▽特別講演会「文化・人
間の営み」玉田澄子・同人誌「小
品」代表 ▽アトラクション「獅
子芝居」関市獅子舞保存会
申込　2 月 1 日～、文化財課・
歴史民俗資料館で入場整理券を
配布（会員以外も参加できます）
詳細　各務原市文化財を守る
会・大堀☎ 058-383-6935

市文化財を守る会
40 周年記念大会

　（都）3・5・17 号新加納住吉
線および（都）3・4・5号三柿野
蘇原線の計画を変更しました。
内容　（都）新加納住吉線の幅員
変更、（都）三柿野蘇原線の計画
廃止
備考　 ▽決定図書の写しは都市
計画課で縦覧できます ▽詳細は
市ウェブサイトに掲載します
詳細　都市計画課☎ 058-383-
1111 内線 2732

都市計画道路の
変更について
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    各務原市役所代表☎ 058-383-1111　ウェブサイト　　http://www.city.kakamigahara.lg.jp
              　　　　　　　　　　　　 携帯ウェブサイト http://mobile.city.kakamigahara.lg.jp

【寿演芸会】
日時　2月26日（水）　14:00～
場所　市民会館（蘇原中央町２）
対象　おおむね 60 歳以上の方
内容　▷マジックショー＝将

しょうま

魔
▷大道芸＝ココロ▷歌謡曲＝桜
ゆみ
申込　入場整理券が必要です。
整理券は 2月 4 日　8:30 ～、市
民会館、川島振興事務所、市民
サービスセンター、高齢福祉課
で配布（１人 2 枚まで）。

【交歓芸能大会】
日時　2月27日（木）　10:00～
場所　市民会館
出演　高齢者趣味のクラブ

【作品展】
期間　2月25日～28日　 9:00～
16:00（28 日は 12:00 まで）
場所　中央図書館 3 階展示ホー
ル（那加門前町 3）

【共通事項】
詳細　高齢福祉課☎ 058-383-
1779

グリーンリサイクル
堆肥の無料配布

　「木曽川の水害～昔と今～」を
テーマに講演と討論会を開催。
日時　3 月１日（土）　13:00 ～
16:00
場所　犬山国際観光センター
フロイデホール（犬山市松本町
4-21）
講師　松田之利・木曽川学研究
会委員長、伊藤秋男・同副委員
長、所史隆・同委員ほか
詳細　木曽川学研究協議会事務
局（木曽川文化史料館内）☎ 05
86-89-6055

平成 25 年度
木曽川学シンポジウム

軟式野球連盟チーム
審判員の登録

ソフトボールチーム
の登録

　カンボジアでは、書き損じの
はがき 100 枚で 1 人が 1 年間寺
子屋の識字クラスに通え、9000
枚で寺子屋の設備がそろい、5
万 5000 枚で寺子屋が１軒でき
ます。収集にご協力ください。
受付期限　3 月 31 日まで
受付場所　市内の幼稚園・小・
中・高・養護学校、ライフデザ
インセンター、市役所総合案内、
産業文化センター案内など
備考　

△

多数まとめての場合、代
表者名を明記してください

△

ご
連絡くだされば回収に伺います
詳細　各務原ユネスコ協会・高
井☎ 058-382-1514

書き損じはがきを
集めています

【チーム】　 ▽対象 = 市内在住、
在勤の方 10 人以上で編成され
たチーム ▽登録料 =8500 円

【審判員】資格= 審判技術の修
得に熱意のある 20 歳以上の方

【共通事項】
申込 　2月16 日の10:00～12:00
に勤労会館（那加雲雀町）
詳細　市軟式野球連盟・藤本☎
058-384-6416

対象　市内在住、在勤の方 9 人
以上で編成されたチーム
登録料　5000 円
申込と詳細　2 月 15 日までに、
各支部長▷那加・蘇原支部＝江
口☎ 058-389-1278 ▷稲羽支
部 ( 川島地区を含む ) ＝安田☎
058-383-0832 ▷鵜沼支部＝
岡田☎ 058-370-1940

シニア文化祭に
お越しください

期間　3月13日～15日　いず
れも 9:00 ～ 15:00
場所　天狗谷集積場（須衛天狗谷）
対象　市内在住の方で、期間中
に引き取りが可能な方
定員　3000 人（抽選）
備考　▷１人 3 袋まで (１袋20
リットル ) ▷当選者のみ引換券
を送付▷同一世帯に限り家族一
括申込可▷申込用紙の記入不備
は無効▷堆肥の取り置き不可
申込と詳細　2月14日(必着)ま
でに「郵便番号、住所、応募者
全員の氏名（ふりがな）、電話番
号」と、「グリーンリサイクル申
込」と明記し、メール mizumid
ori@city.kakamigahara.gifu.
jp、　　058-383-6365または
はがきで〒 504-8555 那加桜
町 1-69、市役所水と緑推進課
☎ 058-383-1533

　小学校低学年の子どもと生活
し、楽しく遊ぶことが好きな方
をお待ちしています。
期間　4 月１日～平成 27 年 3
月 31 日
勤務時間　小学校放課後～17:00

（延長保育 18:00 まで）、夏休
みなどは 8:00 ～
勤務場所　市内の学童保育室
募集人数　若干名
申込と詳細　履歴書（JIS 規格）、
保育士・幼稚園教諭・教員免許

（小中高いずれでも可）の写し
を持参し、子育て支援課☎ 05
8-383-1555

学童保育指導員を
募集します
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【市税】　

▽休日相談日時＝ 2 月 9 日（日）
9:00～17:00 ▽夜間相談日時＝
2月10日(月)・12日(水)　17:15～
20:00
場所　市役所本庁１階税務課

【国民健康保険料】

▽夜間相談日時＝2月14日（金）
17:15 ～ 20:00
場所　市役所本庁１階医療保険課

【共通事項】
備考　本庁舎北側地下入口から
お入りください
詳細　 ▽市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

2 月の市税・国保料の
休日・夜間納付相談

　国民年金の納め忘れがあると、
将来受け取る老齢基礎年金の額
が減額され、場合によっては
年金が受けられません。また、
万一のときに障害基礎年金や遺
族基礎年金が受けられないこと
があります。そこで、年金事務
所では、便利で安心な保険料の
口座振替での納付と、割引のあ
る前納制度をお勧めします。
　通常は翌月引き落としですが、
当月引き落とし（早割）にする
と月々 50 円の割引です。さら
に割引額が多い 6 カ月前納・1
年前納・2 年前納もあります。
申込　納付書または年金手帳、
通帳、金融機関届出印を持参し、
希望の金融機関または〒 500-
8381 岐阜市市橋 2-1-15、岐
阜南年金事務へ
備考　2 月末日までに申込され
ると 4 月からの前納の口座振
替に間に合います
詳細　岐阜南年金事務所☎058-
273-6161

国民年金の口座振替・
前納のご案内

　市には、子どもから大人まで
楽しめる多種多様な講座があ
り、また約 700 団体のクラブ・
サークルがさまざまな分野で活
動しています。これらに参加し
て、楽しく学びましょう。
資料提供・ライフデザイン課

みんなの市民憲章
楽しく学ぼう

日程　月･水･金曜日　14:00～
18:00（祝日を除く）
場所　産業文化センター 7階相
談室（那加桜町 2）
対象　不登校、集団になじめな
い、学校嫌いなどでお悩みの、
市内在住小中学生または保護者
申込と詳細　事前に電話であす
なろ相談室☎ 058-383-1487

臨床心理士による
不登校相談

市民カード発行などの
臨時窓口を開設します

日時　2月15日・22日　いず
れも土曜日　9:00 ～ 16:30
場所　市役所本庁 1 階市民課
取り扱い業務　

△

印鑑登録、市
民カードの発行と暗証番号登録△

印鑑登録手帳から市民カード
への交換

△

住民基本台帳カード
の発行、公的個人認証サービス

（電子証明書の発行）
持参品　印鑑、運転免許証など
写真付で本人確認ができる書
類（写真なしの場合は後日再来
庁）、顔写真（写真付き住民基
本台帳カードを発行の場合）
備考　

△
住民基本台帳カードの

即日交付には、官公署発行の顔
写真付の本人確認書類 1 点と、
健康保険証など 1 点の計2点の
本人確認書類が必要

△

住民基本
台帳カード、公的個人認証を取
得できるのは、市の住民基本台
帳に登録されている方です
詳細　市民課☎058-383-1078

屋根工事の
契約トラブルに注意！

　突然業者が来訪し「瓦が浮い
ているから8000円で修理する」
と言うので任せると、「屋根が
ひどいことになっているので、
今すぐ工事が必要」としつこく
勧誘。20 万円の契約をしてし
まった、というトラブルが発生
しています。

【その場で契約をしないこと！】
　相手の言うことが事実か、必
要な工事なのかを家族や周囲の
人に相談を。また、訪問販売の
場合は、工事後でも契約から 8
日以内ならクーリングオフ（解
約）できる場合があります。困っ
たら早めにご相談ください。
相談窓口　市消費生活相談室☎
058-382-7110（毎週月・水・
木・金　10:00 ～ 17:00）、土・
日・祝日は消費者ホットライン
☎ 0570-064-370

ひとり親家庭に
入学祝金・卒業記念品

【小・中学校入学祝金】
　市は、来年度小学校・中学校
へ入学するお子さんのいるひと
り親家庭などに、入学祝金を支
給します。
金額　1 人１万円
【中学校卒業記念品】
　市と市社会福祉協議会、市母
子寡婦福祉会では、今年度中学
校を卒業するお子さんのいるひ
とり親家庭などに、記念品を贈
呈します。
記念品　1 人図書券 2000 円
【共通事項】
対象　平成 26 年
3 月 1 日を基準と
し、次のすべてに
該当する方

△

「母
子 及 び 寡 婦 福 祉
法」に定める「配
偶者のない方」

△

市の住民基本
台帳に登録され、引き続き市内
に居住見込みの方
申込と詳細　2 月 17 日までに、
戸籍謄本（本籍が市内の方、児童
扶養手当、母子・父子医療受給者
は不要）と印鑑を持参し、子育て
支援課☎ 058-383-1131
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↑

↑ 得のみで、医療費控除や社会保
険料控除などが受けられる場合

▽年の中途に退職して、年末調
整を受けられなかった場合 ▽予
定納税をしたが、廃業などで確
定申告の必要がなくなった場合

【土地や建物の譲渡所得】
　個人が所有している土地や建
物を売ったときの所得を分離課
税の譲渡所得といい、他の所得
と区分して税金を計算します。
　譲渡所得は、マイホームを売っ
たときや、土地収用法の収用事
業の認定を受けた公共事業のた
めに国や地方公共団体に土地や
建物を売ったときなど、課税の
特例により税額が軽減されるこ
とがあります。このような特例
の適用を受けるためには、確定
申告が必要です。
備考　年金所得者に係る確定申
告不要制度（公的年金等の収入
金額が 400 万円以下で、かつ、
公的年金等に係る雑所得以外
の所得金額が 20 万円以下の場
合）により確定申告をしなかっ
た場合でも、年金から引き落と
されていない社会保険料などが
あるときや、それ以外の各種控
除（生命保険料控除など）の適
用を受けるときは、市・県民税

（住民税）の申告が必要です
【確定申告会場を開設】
　産業文化センター（那加桜町
2）と、マーサ 21（岐阜市正木中
1）に、確定申告会場を開設。パ
ソコンを利用して申告書の作成
指導をします。開設期間や持参
品など、詳細は広報紙 1 月 15
日号 5 ページをご覧ください。

【確定申告の電話相談】
　申告の相談は、電話相談セン
ターをご利用ください。
期間　1月6日～3月17日（土・
日・祝日を除く）
利用方法　税務署に電話して、
自動音声に従い「0」を選択
詳細　岐阜南税務署☎ 058-27
1-7111、市役所税務課☎ 058-
383-1114

↑

　所得税および復興特別所得税
の確定申告は、1 月 1 日から 12
月31日までの1年間の所得と、
それに対する所得税・復興特別
所得税の額を自分で計算して、
申告・納税する手続きです。
　確定申告には、税金を納める
場合と、戻してもらう場合（還
付）があります。

【申告と納税の期限】
所得税・復興特別所得税・贈与
税＝ 3 月 17 日（月）まで　
消費税・地方消費税＝ 3 月 31

（月）まで
【確定申告が必要な方】●

各種の所得（事業所得、不動
産所得など）があり、その所得
の合計額から所得控除（配偶者
控除や扶養控除など）の額を差
し引き、その金額を基に算出し
た税額が、配当控除の額よりも
多い方●

給与所得がある方のうち、次
のいずれかに該当する方 ▽給与
の収入金額が 2000 万円を超え
る場合 ▽ 給与を 1 カ所から受
けており、それ以外の各種の所
得金額（給与、退職所得を除く）
の合計額が 20 万円を超える場
合 ▽ 給与を 2 カ所以上から受
けており、そのうち年末調整さ
れなかった給与の収入額と、各
種の所得金額（給与所得、退職
所得を除く）との合計額が 20
万円を超える場合

【確定申告をすれば税金が戻る方】
　確定申告が不要な方でも、源
泉徴収された税金や予定納税を
した税金が納め過ぎになってい
る場合は、確定申告をすること
で税金が還付されます。

▽所得が少なく、総合課税の配
当所得や原稿料などがある場合

▽給与所得や退職所得があり、
雑損控除、医療費控除、住宅借
入金等特別控除などを受けられ
る場合 ▽公的年金等に係る雑所

確定申告は
正しくお早めに！

【復興特別所得税が創設されました】
　東日本大震災からの復興に充
てる財源を確保することを目
的として、平成 25 年分～平成
49 年分までの各年分は、所得
税と併せて復興特別所得税を申
告・納付することになりました。
　復興特別所得税は、各年分の
基準所得税額に 2.1％の税率を
乗じて計算します。
　サラリーマンなど所得税が源
泉徴収されている方は、復興特
別所得税も併せて源泉徴収され
ます。

【給与所得控除が見直されました】
　給与などの収入金額から差し
引かれる給与所得控除額につい
て、その年中の給与などの収入
金額が 1500 万円を超える場合
には、245 万円を上限とするこ
とになりました。
詳細　岐阜南税務署☎ 058-27
1-7111

所得税などの
税法改正

今月の納税 2 月 28 日（金）まで

後期高齢者医療保険料    8 期
国民健康保険料     9 期
介護保険料　  　2 月分

　国税局や税務署の職員を名乗
る者から電話があり、アンケー
トや年金受給調査と称して、年
齢や家族構成、年金の受給状況、
預金残高、口座情報などについ
て聞き出そうとする事例が多発
しています。
　不審な電話があった場合には
即答を避け、「①相手の所属部
署②氏名③電話番号」を確認し
た上で一度電話を切り、税務署
にお問い合わせください。
詳細　岐阜南税務署総務課☎ 0
58-271-7111

税務職員を装った
不審な電話に注意！

※納付は便利な口座振替で
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3 月の
乳幼児健康診査

康手帳別冊「あすか」の問診票
（記入してお持ちください）
備考　▷指定日に受診できない
場合、他会場で受診してくださ
い▷前月までの対象児で受診し
ていない方は、今回受けてくだ
さい▷健康診査の所要時間は 2
時間程度▷市の有料駐車場を利
用し、健診などの時間が 2 時間
を超えた方には、駐車補助券を
お渡しします。必ず、駐車券を
健康管理課までご提出ください
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▷歯みがきをしてお出か
けください（歯の汚れの検査あ
り）▷当日、幼児フッ素塗布受
診票を発行（1 人 1 回分、無料）

【3 歳児健康診査】

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科 ･ 栄養 ･ 育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、個
別相談
持参品　▷尿を入れる容器（2 月
中旬に郵送）▷記入済みの目と
耳に関するアンケート用紙（母
子健康手帳別冊「あすか」内）

【共通事項】
受付時間　13:00～13:30
対象地区　

△

総合福祉会館＝那
加地区、川島地区、蘇原地区、稲
羽西小校区

△

あさひ子ども館＝
鵜沼地区、稲羽東小校区
持参品　母子健康手帳、母子健

期日 場所 対象出生児
3 月 3 日
（月） 総合

福祉会館

平成25 年
10 月 1 日～16 日

3 月 4 日
（火）

平成25 年
10 月17 日～31 日

3 月 6 日
（木）

あさひ
子ども館 平成 25 年 10 月

期日 場所 対象出生児
3 月 10 日

（月） 総合
福祉会館

平成24 年
8 月 1 日～17 日

3 月 11 日
（火）

平成24 年
8 月 18 日～31 日

3 月 12 日
（水）

あさひ
子ども館 平成 24 年 8 月

期日 場所 対象出生児
3 月 17 日

（月） 総合
福祉会館

平成23 年
2 月 1 日～14 日

3 月 18 日
（火）

平成23 年
2 月 15 日～28 日

3 月 19 日
（水）

あさひ
子ども館 平成 23 年 2 月

　社会福祉制度の相談なども受
け付けます（予約制）。
日時　2 月18 日（火）
13:00～ 14:20
場所　社会福祉課相談
室（那加桜町 1）
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1126

精神保健福祉士による
こころの健康相談

　口腔がんの早期発見・治療に
ついて、歯科医師、教授が講演。
日時　2月23日（日）　13:30 ～
15:30
場所　ホテルグランヴェール岐
山（岐阜市柳ヶ瀬通 6-14）
定員　100 人（申込順）
申込と詳細　2月17日 ま で に

「住所・電話番号・氏名・職業」を
記入し、はがき、ファクスなどで
〒500-8486 岐阜市加納城南
通 1-18、県歯科医師会☎ 058-
274-6116　  058-276-1722

【子育て・教育講演会】
日時　2 月 26 日（水）13:00 ～
15:00
場所　東海中央病院
３階大会議室（蘇原
東島町４）
定員　100 人（当日
会場受付）
内容　「応用行動分析からみた
子育て・教育」今野高志・東海
中央病院認定行動療法士・臨床
心理士
備考　託児希望（定員 10 人）の
方は 2 月 3 日から電話で申込
申込と詳細　東海中央病院子育
て・教育相談センター☎ 058-
382-3101

【子育て・教育相談】
　臨床心理士による無料相談を
行っています。
日時　毎週木曜日　13:00 ～
対象　市内在住で、育児や子ど
もの学校生活などについて相談
したい方
定員　1 日 4 人（申込順）
申込と詳細　

△

学校教育課☎ 0
58-383-1118

△

子育て支援課
☎ 058-383-1154

△

健康管理
課☎ 058-383-1116

子育て・教育
相談センター

↑

詳細　健康管理課☎ 058-383-
7570

3 月の「愛の献血」

　日中どこかに通ってみたい、
友達を作りたい、誰かと話した
いなど、楽しいひと時を過ごし
たい方は一度ご相談ください。
事前に書類申請が必要です。
日時　毎月第1金曜日　10:00～
11:30
場所　総合福祉会館 3 階（那加
桜町 2）ほか
対象　市内在住で精神科病院に
通院している方
定員　20 人程度（申込順）
内容　外出、調理、茶話会など
申込と詳細　社会福祉課☎ 05
8-383-1126

精神障がい者
グループワーク

↑

期日 受付時間 場所
3 日

（月）
9:30 ～ 12:00
13:30～16:00

イオンモール各務原
(400mL 限定会場）

7 日
（金） 15:00～17:00 東海中央病院

口腔がんについて
県民公開講座

期日 場所 対象出生児

3 月 24 日（月） 総合福祉会館 平成 25 年
4 月3 月 25 日（火）あさひ子ども館
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テクノプラザ
CAD 研修

【リーダーシップスキル研修】
期日　2 月 5 日 (水) 　
費用　1 万 6800 円

【技術英語基礎】
期日　2 月 14 日 (金)
費用　1 万 3600 円

【航空機業界向 CATIA V5 基礎】
期間　2月17日～19日（3日間）
費用　6 万 4200 円

【共通事項】
備考　市内の方（大企業は除く）
は減免制度有り
申込と詳細　VR テクノセンター
☎ 058-379-6370

子育て応援サイト「ポケット」

●おでかけレポート　　＊子どもとのお出かけ現場を楽しくレポート
●子ども館であそぼう　＊市内の子ども館の行事予定を月ごとに紹介
●あそびのたまてばこ　＊お家でも手軽にできる工作や遊びを掲載　ほか

WEB MAGAZINE（ウェブマガジン）

● We Love! 学校　　 ＊市内の小中学校をリレー形式で楽しく紹介
●特集　                    ＊今月は、竹についての基礎知識と利用方法です
● BEST SMILE　      ＊市内の皆さんの笑顔あふれるコーナー　ほか

2月
市ウェブサイト http://www.city.kakamigahara.lg.jp からご覧ください。

　実際に書いてみて、遺言の書
き方などを学ぶ説明会です。
日程　2月15日（土）　①説明会
＝ 14:00 ～16:30（要予約）②
司法書士が応える「高齢者・障
がい者のための成年後見相談
会」＝ 10:00 ～ 16:00（予約可）
場所　ふれあい福寿会館（岐阜
市薮田南 5-14-53）
定員　①は 50 人（申込順）
申込と詳細　県司法書士会☎ 0
58-246-1568

遺言と成年後見制度に
関する説明会・相談会

　貴重な樹木や樹林を、保存樹
木・樹林に指定し、管理報奨金
を交付しています。

【保存樹木の指定基準】
樹容が美観上特に優れた健全な
樹木で、次のいずれかを満たす
もの

△

高さ 1.5 ｍ地点の幹の周
囲が 1.2 ｍ以上のもの

△

株立ち
している高さ 3 ｍ以上のもの

【保存樹林の指定基準】
樹木が健全で、美観
上特に優れた面積
300 ㎡以上の樹林
申込と詳細　水と緑
推進課☎ 058-383-1533

まちの緑を守ろう
保存樹木・樹林の指定

　市では、交通事故が原因で亡
くなった方、入院された方に見
舞金を支給しています。
対象　 ▽歩行中または自転車乗
車中に事故に遭った方 ▽事故に
遭ったとき、市内に住所があり、
住民基本台帳に登録されている
方 ▽被害者に重大な過失または
自己の故意による犯罪行為がな
い方

【災害区分・支給額】
死亡 　即死および事故発生後 7
日以内に死亡＝ 30 万円
障がい　 ▽入院90日以上の治
療を要したもの、および事故発
生から 7 日経過後の死亡（事故
に遭った日から 30 日以内に入
院していた方に限る）＝ 5 万
円 ▽ 入院 14 日以上 90 日未満
の治療を要したもの（事故に
遭った日から 30 日以内に入院
していた方に限る）＝ 3 万円
必要書類　 ▽ 交通事故証明書

（県庁内の自動車安全運転セン
ター☎058-274-1000で発行）

▽死亡診断書または入院証明書
（各書類写し可） ▽申請者名義
の普通預金口座番号
備考　戸籍の写しなどの書類が
必要になる場合があります
申込と詳細　事故発生から1年
以内に印鑑と必要書類を持参し、
危機管理室☎ 058-383-1190

交通災害へ見舞金を
支給します

　県では、毎年 5 月に交通遺
児に対して激励金を贈っていま
す。該当の方はご連絡ください。
対象　交通事故によって、それ
まで生計を共にしていた父また
は母を亡くした方で、義務教育
終了までの方、高等学校在学中
の方（20 歳未満）
激励金の額　1 人あたり 2 万円
備考　交通遺児となった後、養
子縁組した方、父または母が
再婚し生計を共にすることとなっ
た方は除きます
申込と詳細　危機管理室☎058-
383-1190

交通遺児に激励金を
贈ります

　文化活動事業に助成します。
対象　次のすべてに該当する団
体 ▽団体などの規約がある ▽団
体の事務所が市内にある ▽ 年
間を通じ、開催する事業の総
額が 20 万円以上の事業（発表
会、公演など）がある ▽会員数
が 30 人以上 ▽国や他の地方公
共団体などの補助金を受けない
助成限度額　5 万円
助成期間　同一団体・同一事業
について 3 年
申込と詳細　2 月 28 日までに、
申請書と団体規約、会員名簿を
観光文化課☎ 058-383-1042

文化活動事業
助成制度

月替わりで旬の情報や、輝いている市民の皆さんを紹介します。

小さなお子さんをお持ちのパパ・ママに役立つ情報をお届けします。
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各務野自然遺産の森
058-385-2773

	 所在地／各務字車洞6797-1
休業日／なし

● 3 月の「親と子の自然体験塾」講座
◆ 2 日 (日) 各務野・自然観察ウ
オーク～早春の森をあるこう～
アセビの花・ショウジョウバカ
マの花・テングチョウたち
持参品／筆記用具、虫めがね
◆ 9 日 (日) 古代の不思議な形「桜
色の勾玉づくり」
持参品／筆記用具、持帰り用の
袋、マスク
費用／材料費 700 円
◆ 16 日 (日) エビの観察とエビ
せんべいづくり
持参品／筆記用具、汚れてもよ
い服装、ハンカチまたはタオル
◆ 23 日 (日) 春の和菓子「桜餅づ
くり」
持参品／筆記用具、エプロン、タ
オル、おはし、お茶
費用／材料費 300 円
◆ 30 日 (日) ちょっと大人のアイテム「レザー ( 本
革 ) バーニング」
持参品／筆記用具、持ち帰り用の袋
費用／材料費 700 円
【共通事項】
時間／ 10:00 ～ 12:00（16 日のみ 11:30 まで）
対象／小学生の親子（2 日と 30 日は大人のみも可）
定員／ ▽ 2 日 =100 人 ▽ 9 日、23 日、30 日 =30 人

▽16 日 =20 人　 いずれも申込順
費用／１講座１人受講料 300 円。講座によって材
料費も必要（上記のとおり）
申込／2 月 1 日～15 日に「開講日と講座名、参加者
全員 ( 付き添いの方がいる場合はその旨）の住所、氏
名、ふりがな、性別、年齢、電話番号」を ▽往復はがき
＝〒504-8555 那加桜町 1-69、市役所ライフデザ
イン課（返信用に宛先を明記） ▽ メール＝ shizen@
wildlife.ne.jp（返信用メールアドレスを明記）
詳細／ライフデザイン課☎ 058-383-1210

掲
載
施
設
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ど
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●中央図書館☎ 058-383-1122 ／〒 504-0911 那加門前町 3-1-3 ／ 2 月 3、10、12、17 ～ 21、24 日は休館
●もりの本やさん・森の交流館／☎ 058-370-7175 ／鵜沼字石山（日本ラインうぬまの森内) ／ 3、10、12、17、
21、24 日
●中央ライフデザインセンター図書室☎ 058-383-2125 ／蘇原中央町 2-1-8 ／もりの本やさん・森の交流館
の休館日と同じ
●川島ほんの家 ( 川島会館内 ) ☎ 0586-89-5610 ／川島松倉町 1951-4／中央図書館の休館日と同じ
●世界淡水魚園水族館 アクア・トト ぎふ☎ 0586-89-8200 ／川島笠田町 1453 ／ 2 月10 日、3 月 10 日休館
●内藤記念くすり博物館☎ 0586-89-2101 ／川島竹早町 1 ／月曜休館

●春の短期講座「花を楽しむ山歩き」
　春の鳩吹山・両見山（西山）は、花の名山！早春の里
山を歩いて眺めて、楽しみませんか！
日時／ 3 月 26 日（水）　9:00 ～ 15:00（予備日 3
月 27 日 )　
場所／ ▽鳩吹山 ( 可児市 )、両見山 ( 犬山市 ) ▽集合・
解散は、可児川下流域自然公園 ( 可児市土田、通称

「カタクリの里」)
定員／ 25 人
内容／自然観察や休憩しながら、ゆっくり 5 時間
程歩く
費用／ 310 円（保険料含む）
申込／ 2 月 15 日（土）の 10:00 ～、費用を持参し
西ライフデザインセンターへ（10:00 の時点で定
員を超えた場合は、その場で抽選）

西ライフデザインセンター
058-383-1121

所在地／那加桜町2、産業文化センター4階
休業日／祝日

音楽の街　各務原

●木曽川音楽祭 2014　　　　　　　　
　「音で遊ぼう！わいわいコンサート」
　新聞紙など身近なものを使った手
づくり楽器で、一緒に遊びません
か。カーペットの部屋なので、小
さなお子さんも自由な格好で楽し
めます。当日は中山道鵜沼宿春まつ
り (2 月 15 日号に掲載予定 ) も開催します。
日時／ 3 月16日（日）10:15 ～11:00（10:00開場）
場所／鵜沼西町交流館（鵜沼西町 1）
講師／水野伸子・岐阜女子大学准教授
申込／3 月 5 日（必着）までに「参加者全員の氏名、お
子さんの年齢（小学生以上は学年）、代表者の氏名 ･
電話番号（携帯電話など連絡がとりやすいもの）」を
明記しメールで kankobunka@city.kakamigaha
ra.gifu.jp へ( 件名を「わいわいコンサート」と明記 )
備考／応募多数の場合は抽選（当選者に当日特典有）
詳細／観光文化課☎ 058-383-1042
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み
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川島ライフデザインセンター
0586-89-3686

所在地／川島河田町1028-1
休業日／月曜日、祝日

●寒さで固まった身体をほぐす　　　　
　「ぽかぽかヨガ」
　心地よい音楽と香りの中でヨガのポーズをとり、
身体全体のインナーマッスルと呼ばれる内側の筋肉
を鍛えます。呼吸を通して心もリラックス。
日時／ 2 月 15 日（土）　9:30 ～ 10:50
対象／成人
定員／ 20 人 ( 申込順 )
申込開始日／ 2 月 1 日

●女性のための「骨盤調整レッスン」
　自分で骨盤を調整する方法を学ぶことで、その人
それぞれのベストプロポーションに近づき、また不
調のない身体作りを目指します。
日時／ 2 月 25 日（火）　10:00 ～ 11:15
対象／成人女性
定員／ 15 人 ( 申込順 )
申込開始日／ 2 月 4 日
【共通事項】
場所／川島ライフデザインセンター
費用／ 310 円 ( 当日持参 )
持参品／タオル、ヨガマット、飲み
物、運動のできる服装
申込／各申込開始日～電話で川島
ライフデザインセンター

本の街かかみがはら 中央図書館
058-383-1122

所在地・休業日／12ページに掲載

●パソコン講習会「エクセル 2010 入門」
　表作成、計算式の入力、関数の利用方法、会計報
告の作り方、グラフの作成などの基礎を学びます。
日時／ 3 月 8 日 ( 土 )・9 日 ( 日 )・15 日 ( 土 )・
16 日 ( 日 )　いずれも 12:45 ～ 15:45（全 4 回）
場所／中央図書館 4 階 パソコン研修室
対象／市内在住、在勤、在学の方
定員／ 38 人（抽選）
費用／ 2000 円
備考／ OS はウィンドウズビスタ、 ソ
フトはオフィス 2010　
申込／2 月15 日( 必着）までに「講習会名、郵便番号、
住所、氏名、ふりがな、電話番号」を明記し ▽メール＝
media-kousyu@city.kakamigahara.gifu.jp（件
名に講習会名を明記 ) ▽往復はがき＝中央図書館 4
階パソコン講習会係（返信用にあて先を明記）☎ 05
8-383-1124

内藤記念くすり博物館
0586-89-2101

●優しい香りが漂う「ひな人形づくり」
　ラベンダーを入れ、ちりめん生地で手作りします。
日時／ 2 月 22 日（土）　① 10:00 ～
12:00 ② 13:30 ～ 15:30
場所／内藤記念くすり博物館
定員／各 30 人（申込順）
費用／１人 500 円 ( 材料費、当日持参)
持参品／はさみ、針、縫い糸 ( 何色でも可)
申込／ 2 月 5 日～電話で内藤記念くすり博物館 ( 申
込者 1 人につき同時に 3 人まで可 )

市民会館・文化ホール
058-389-1818

●第18回岐阜県民文化祭「バレエと　　
　モダンダンスに親しむ文化のつどい」
2 月 2 日（日）　15:00 開場、15:30 開演　市民会館
費用／全席自由　前売 2000 円（当日 2500 円）
詳細／岐阜県洋舞家協会☎ 058-272-1088

●かかみがはらウインドオーケストラ　
　第 16 回定期演奏会
2 月16 日（日）　13:00 開場、13:30 開演　市民会館
費用／全席自由　前売 700 円（当日 800 円）、小学
生以下無料
詳細／かかみがはらウインドオーケストラ・赤松☎
090-3935-1642

所在地／蘇原中央町2-1-8
休業日／月曜日（祝日除く）

アクア・トト ぎふ
0586-89-8200

●水族館で♡冬デートinアクア・トト ぎふ
　デートが盛り上がるような
イベント満載 !
日程／ ▽エンゼル♡カラー恋占
い水槽 ▽ テッポウウオのハー
ト狙い撃ち (14:30 ～)= いずれも 2 月 1 日～ 3 月
16 日 ▽ 恋のトト♡ love チェック !( 生きものたち
の恋愛術をみてみよう ) = 2 月 8 日～ 3 月 16 日
費用／入館料 ( 大人 1400 円、65 歳以上 1260 円、
中高生 1100 円、小学生 750 円、3 歳以上の幼児
370 円 ) が必要。

所在地・休業日／12ページに掲載

所在地・休業日／12ページに掲載

13� 広報かかみがはら 2014.2.1



　

み
ん
な
の
広
場
●

稲羽中学校

車椅子バスケットボール
講演会から学んだこと

　

私
は
、
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
講
演
会
を
通
し
て
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
講
演
し
て
い
た
だ
い
た

お
２
人
は
、
生
ま
れ
つ
き
障
が

い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
事

故
に
あ
っ
て
障
が
い
者
に
な
っ

た
と
聞
き
ま
し
た
。
事
故
の
前

ま
で
は
、
当
た
り
前
に
で
き
て

い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
私
に
は
、
想
像
で
き

な
い
く
ら
い
辛
い
こ
と
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
も
し
私
が
同
じ

体
験
を
し
た
ら
、
絶
望
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
生
き
た
い
と
か
、
楽
し

み
た
い
な
ん
て
言
葉
は
出
て
こ

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
今
の
お
２
人
は
、「
絶

望
」
で
は
な
く
「
希
望
」
に
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
車
椅
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
出
会

い
、
自
分
の
生
き
が
い
に
し
、

人
生
を
前
向
き
に
楽
し
ん
で
み

え
ま
す
。
本
当
に
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

私
な
ん
か
よ
り
、
ず
っ
と
つ

ら
い
体
験
を
し
て
生
き
て
こ
ら

れ
た
の
に
…
。そ
う
思
っ
た
ら
、

部
活
や
勉
強
で
上
手
く
い
か
な

く
て
悩
ん
で
い
た
自
分
が
恥
ず

か
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
障
が
い
を
も
っ
て
い
る

か
ら
、
で
き
な
い
こ
と
は
仕
方

な
い
と
あ
き
ら
め
る
の
で
は
な

く
、
で
き
る
だ
け
自
分
で
で
き

る
よ
う
に
努
力
す
る
」。
言
う
だ

け
な
ら
簡
単
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
実
際
に
や
る
の
は
と
て
も

難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

す
ご
く
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
の
に
、

そ
れ
に
負
け
ず
悔
い
が
残
ら
な

い
よ
う
に
生
き
よ
う
と
す
る
姿

は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
私
が
健
康
に
生
き
て
い

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
た

り
前
で
は
な
く
て
、
と
て
も
幸

せ
な
こ
と
な
の
だ
と
感
謝
し
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に
あ

き
ら
め
た
り
、
で
き
な
い
こ
と

を
人
の
せ
い
に
し
た
り
せ
ず
、

少
し
で
も
自
分
を
信
じ
て
挑
戦

し
、
ま
わ
り
の
人
へ
の
思
い
や

り
を
忘
れ
ず
に
生
活
し
て
い
き

た
い
で
す
。

文
・
米よ

ね
つ
は
る
な

津
晴
捺
さ
ん（
２
年
生
）

●
さ
く
ら
☎
０
５
８（
３
８
３
）

７
６
１
３
那
加
桜
町
２
（
総
合

福
祉
会
館
２
階
）
木
・
祝
日
休

●
あ
さ
ひ
☎
０
５
８（
３
７
０
）

０
５
０
０
鵜
沼
朝
日
町
３ 

月
・

祝
日
休

●
う
ぬ
ま
東
☎
０
５
８（
３
７
９
）

１
１
７
７
鵜
沼
東
町
６ 

木
・
祝

日
休

●
そ
は
ら
☎
０
５
８
（
３
８
３
）

５
２
８
５
蘇
原
野
口
町
１
（
蘇

原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２

階
）
月
・
祝
日
休

●
か
わ
し
ま
☎
０
５
８
６（
８
９
）

２
６
３
４
川
島
松
原
町
（
川
島

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）
土
・

日
・
祝
日
休

い
ず
れ
も
９
時
〜
17
時

●
２
月
の
お
楽
し
み
行
事

　

週
に
１
回
、
開
催
し
ま
す
。

時
間　

11
時
～

【
５
館
共
通
】　

26
日（
水
）＝
お

ひ
な
さ
ま
作
り

【
さ
く
ら
】　

▽
４
日（
火
）＝
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー「
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
の
う
た
」
▽
12
日（
水
）＝
大

型
絵
本「
で
ん
し
ゃ
で
い
こ
う

で
ん
し
ゃ
で
か
え
ろ
う
」
▽
19

日（
水
）＝
大
型
紙
芝
居「
と
っ

と
こ
ト
イ
レ
」

【
あ
さ
ひ
】　

▽
５
日（
水
）＝
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー「
カ
ラ
フ
ル
温

泉
」
▽
14
日（
金
）＝
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー「
三
び
き
の
や
ぎ
の

が
ら
が
ら
ど
ん
」
▽
18
日（
火
）

＝
お
ね
え
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
▽

19
日（
水
）＝
ジ
オ
ジ
オ
絵
本
タ

イ
ム
▽
20
日（
木
）＝
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー「
お
べ
ん
と
う
な
あ
に
」

【
う
ぬ
ま
東
】　

▽
５
日（
水
）＝

大
型
紙
芝
居「
ゆ
き
こ
ん
こ

ん
」
▽
12
日（
水
）＝
大
型
絵
本

「
で
ん
し
ゃ
で
い
こ
う
で
ん
し

ゃ
で
か
え
ろ
う
」
▽
19

日（
水
）
＝
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー「
カ
ラ
フ
ル
温
泉
」、

に
こ
に
こ
キ
ッ
ズ
15
時

30
分
～

【
そ
は
ら
】　

▽
６
日(

木
）

＝
救
急
法
を
学
ぼ
う
▽

13
日（
木
）＝
大
型
紙
芝

居「
ぷ
く
ち
ゃ
ん
の
す
て
き
な

ぱ
ん
つ
」
▽
18
日（
火
）＝
グ
ラ

ン
マ
と
あ
そ
ぼ
う

【
か
わ
し
ま
】　

▽
５
日（
水
）＝

ペ
ー
プ
サ
ー
ト「
だ
る
ま
さ
ん

が
」
▽
12
日（
水
）＝
大
型
絵
本

「
と
ん
と
ん
と
ん
」▽
18
日（
火
）

＝
子
ど
も
劇
場
さ
ん
と
あ
そ
ぼ

う
▽
25
日（
火
）＝
な
な
な
コ
ン

サ
ー
ト
▽
６
・
13
・
27
日（
木
）＝

ち
ゃ
ま
ち
ゃ
ま
絵
本
タ
イ
ム
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み
ん
な
の
広
場
●

　

私
た
ち
「
雲
雀
コ
ー
ラ
ス
」

は
、
７
年
ほ
ど
前
に
市
の
合
唱

講
座
を
受
け
た
仲
間
が
集
ま
り

結
成
し
た
混
声
合
唱
団
で
す
。

　

現
在
は
男
性
４
人
、
女
性
13

人
が
所
属
し
、
週
１
回
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

練
習
で
は
い
つ
も
笑
い
が
絶

え
ま
せ
ん
。
講
師
の
大
久
保
幽

香
先
生
の
親
切
で
熱
心
な
指
導

の
も
と
、
明
る
く
楽
し
い
雰
囲

気
の
中
、親
睦
を
深
め
な
が
ら
、

コ
ー
ラ
ス
の
魅
力
を
味
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

市
の
「
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
含
め
、
１
年
に
２
回
ほ

「
表
彰
台
か
ら
の
景
色
は
格
別
。

　
　
　  

　
　
　
　
最
高
に
感
激
し
ま
し
た
」

全
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
優
勝

　

森
下
結
衣
さ
ん

ど
発
表
会
に
も
参
加
し
ま
す
。

昨
年
は
、
年
末
に
行
っ
た
発
表

会
に
向
け
、「
愛
の
讃
歌
」や「
マ

イ
ウ
ェ
イ
」
な
ど
、
シ
ャ
ン
ソ

ン
の
名
曲
８
曲
に
取
り
組
み
、

無
事
、
発
表
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
老
人
施
設
な
ど

を
訪
問
し
、
入
所
し
て
い
る
皆

さ
ん
に
、
コ
ー
ラ
ス
を
披
露
す

る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
先
日
は
、
コ
ー
ラ
ス
仲

間
で
、
大
久
保
先
生
の
出
演
す

る
オ
ペ
ラ
を
見
に
行
き
、
そ
の

素
晴
ら
し
さ
に
、
一
同
感
動
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
歌
う

こ
と
以
外
で
も
、
仲
間
と
一
緒

に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
機

会
が
持
て
る
こ
と
も
、
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。

雲
ひばり

雀コーラス

　

こ
れ
か
ら
も
、皆
で
楽
し
く
、

数
々
の
曲
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

第
二
の
人
生
、
何
を
始
め
よ

う
か
と
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
あ

な
た
、
私
た
ち
と
一
緒
に
歌
い

ま
せ
ん
か
。

　

ぜ
ひ
、
一
度
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
日　

毎
週
木
曜
日　

午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

鵜
沼
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
鵜
沼
羽
場
町
１
）

費
用　

月
３
５
０
０
円

詳
細　

岡
田
☎
０
５
８
（
３
７

０)

５
２
４
６

　

11
月
22
日
～
24
日
に
か
け
、

長
崎
県
諫い

さ
は
や早

市
で
行
わ
れ
た
第

66
回
全
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選

手
権
大
会
。
中
京
大
学
が
「
団

体
戦
・
女
子
エ
ペ
の
部
」
に
初

出
場
し
、
初
優
勝
を
収
め
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
１
人
、
市
内
在

住
の
森
下
結
衣
さ
ん
は
、「
チ
ー

ム
の
団
結
力
と
一
人
一
人
の
強

い
気
持
ち
で
、
全
員
が
全
力
を

出
し
切
れ
た
。
大
学
最
後
の
試

合
を
最
高
の
結
果
で
飾
れ
た
」

と
大
会
を
振
り
返
る
。

　

３
人
１
チ
ー
ム
で
戦
う
団
体

戦
。
３
分
間
の
試
合
を
９
回
行

い
、
合
計
ポ
イ
ン
ト
が
多
い

チ
ー
ム
が
勝
利
す
る
。
後
の
試

合
ほ
ど
取
得
で
き
る
ポ
イ
ン
ト

が
増
え
、
逆
転
も
あ
り
う
る
た

め
、
最
後
ま
で
勝
敗
が
わ
か
ら

な
い
の
が
、団
体
戦
の
魅
力
だ
。

　
「
ま
ず
は
初
戦
突
破
。
２
回

戦
で
、
学
生
王
座
決
定
戦
で
負

け
た
早
稲
田
に
リ
ベ
ン
ジ
す

る
」。
そ
う
目
標
を
掲
げ
臨
ん

だ
今
大
会
。
勢
い
に
乗
り
勝
ち

進
ん
だ
３
人
を
、
決
勝
戦
の
大

舞
台
が
待
っ
て
い
た
。
相
手
は

国
際
大
会
に
出
場
経
験
の
あ
る

選
手
を
有
す
る
法
政
大
学
。
強

敵
と
の
対
戦
に
、「
こ
こ
ま
で

き
た
ら
、
と
に
か
く
思
い
切
っ

て
楽
し
も
う
」と
心
を
決
め
た
。

　

自
他
と
も
に
認
め
る
チ
ー
ム

の
エ
ー
ス
。「
勝
敗
の
行
方
は

自
分
次
第
」
と
常
に
気
持
ち
を

入
れ
試
合
に
臨
ん
で
き
た
。
決

勝
戦
で
も
、
後
輩
２
人
の
頑
張

り
に
応
え
る
よ
う
に
、
エ
ー
ス

の
意
地
を
み
せ
、
チ
ー
ム
を
優

勝
へ
と
導
い
た
。

　

幼
少
時
に
始
め
る
選
手
が
多

い
中
、
森
下
さ
ん
が
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
と
出
会
っ
た
の
は
、
岐
阜

各
務
野
高
校
時
代
。
望
む
結
果

が
出
せ
ず
悩
み
な
が
ら
も
、
恩

師
や
仲
間
に
支
え
ら
れ
、
日
々

技
術
を
磨
い
て
き
た
。
そ
の
努

力
が
や
っ
と
実
を
結
ん
だ
。

　
「
や
め
な
く
て
よ
か
っ
た
。

最
高
の
気
分
で
す
」
と
語
る
森

下
さ
ん
。「
卒
業
後
も
続
け
て

い
き
ま
す
」
と
、
金
メ
ダ
ル
を

手
に
、
輝
く
笑
顔
を
見
せ
た
。
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写
真
で
振
り
返
る

写
真
で
振
り
返
る

50
年
50
年

か
か
み
が

は
ら
の

2002 年
（平成14年）

　

こ
の
年
の
４
月
５
日
、
岐
阜
市
芥
見
で
火

災
が
発
生
。
乾
燥
し
た
大
気
と
強
い
風
の
影

響
で
東
へ
大
き
く
延
焼
し
、
市
境
の
権
現
山

を
越
え
、
蘇
原
北
山
町
、
持
田
町
、
須
衛
町

の
山
林
に
ま
で
そ
の
被
害
は
及
び
ま
し
た
。

　

市
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
蘇
原
第

一
小
学
校
に
避
難
所
を
開
設
。
１
０
７
３
世

帯
３
３
５
７
人
に
初
の
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
、

２
７
８
人
が
避
難
所
で
不
安
な
一
夜
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

こ
の
火
災
に
よ
り
、
無
残
な
姿
と
な
っ
た

山
林
は
、
現
在
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
植
樹
活
動
が
実
を
結
び
、
か
つ
て
の
姿
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
て
も
美
祢
の
白
い
手
が
男
依
の
脳
裏
に
浮

か
ん
だ
。
男
依
と
子
足
は
一
路
西
へ
急
い
だ
。

そ
し
て
、
二
人
の
向
か
う
西
の
空
の
遥
か
彼

方
に
は
一
筋
の
虹
が
浮
か
ん
で
い
た
。

　そ
の
時
、
白は

く
さ
ん
ぐ
う

山
宮
で
手
を
合
わ
せ
二
人
を

見
送
る
女
が
い
た
。

　そ
の
後
ま
も
な
く
、
病
床
に
臥ふ

し
て
い
た

天て
ん

智ち

帝
が
崩ほ
う
ぎ
ょ御
し
た
。
時
に
六
七
一
年
十
二

月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
壬じ

ん
し
ん申

の

乱
の
幕
が
開
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

― 

つ
づ
く

連
載
小
説「
壬
申
の
あ
と
さ
き
」

21

作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

「
子こ

足た
り

、
さ
あ
行
く
ぞ
」

　男お

依よ
り

は
右
手
に
高
々
と
剣
を
振
り
上
げ

た
。
昨
夜
遅
く
帰
っ
た
男
依
だ
っ
た
が
、
白は

く

鵜う

は
起
き
て
待
っ
て
い
た
。
白
鵜
は
一
振
の

剣
を
差
し
出
し
て
言
っ
た
。

「
男
依
、
明
日
は
こ
れ
を
持
っ
て
行
け
」

「
お
父
、
そ
れ
は
」

「
そ
う
じ
ゃ
、
こ
れ
は
我
の
父
か
ら
譲
ら
れ

た
も
の
じ
ゃ
。
お
前
の
言
っ
た
よ
う
に
我
も

諍い
さ
かい
は
し
た
く
な
い
。
じ
ゃ
が
、
舎と
ね
り人
と
な

れ
ば
自
分
を
犠
牲
に
し
て
で
も
大お

お

海あ

ま人
様
を

守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
時
が
く
る
。
剣
を
振
り

上
げ
ね
ば
な
ら
ん
時
が
あ
る
」

「
…
」

「
よ
い
か
、
そ
の
時
は
こ
れ
で
大
海
人
様
を

お
守
り
す
る
の
じ
ゃ
」

　男
依
は
馬
に
一
鞭
入
れ
た
。
多お

お
の
ほ
む
じ

品
治
の
待

つ
安あ

八は
ち

磨ま

を
目
指
し
て
疾
駆
し
た
。
そ
こ
に

は
一
緒
に
大
海
人
様
の
舎
人
と
し
て
供ぐ

ぶ奉
す

る
べ
き
身む

げ
つ
の
ひ
ろ

毛
広
と
和わ

に珥
部べ
の
き
み君

手て

が
待
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
美み

ね祢
も
待
っ
て
い
る
。
ま
た

【これまでのあらすじ】　故郷各
かかみのさと

務里に戻り、父・白
はく

鵜
う

や仲間たちと語り合う中で、大
おお

海
あ

人
まのおう

皇子
じ

の舎
とね り

人となる決意を固めた村
むらくにのおより

国男依。

　　　　　　　　　　　自らを慕う幼馴染の女性、古
こ す め

須売にも別れを告げ、皇子の舎人となるべく、西の地へと旅立つ朝を迎え…
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消防出初式　

「安全・安心」の確保のために！
　1 月 12 日、私たちを災害から守り「安全・安心」
な街づくりに貢献する消防関係者の皆さんによる「出
初式」が開催されました。
　消防団員をはじめ、消防職員や消防ボランティア
隊など約 800 人と消防車両 26 台による分列行進の
後、市民公園内で式典を挙行。奥村政広消防団長か
らは「団結して、安心・安全の確保に務めたい」と
挨拶が述べられました。式典では、消防功労者の表
彰のほか、消防団員などによる一斉放水の披露もあ
り、集まった皆さんから歓声が上がりました。

　キミが主役だ！NHK放送体験クラブ

「ニュース番組作り」を体験！
　ニュース番組ができるまでを、子どもたち自身が、
実際に「模擬ニュース番組」を制作して学ぶ「NHK
放送体験クラブ」。中央ライフデザインセンターで、
中央小学校 5 年生の児童が、収録に挑戦しました。
　事前に調査した身近なテーマについて、それぞれ
キャスターや AD、カメラマンなどの役割を受け持ち
収録。プロデューサー役の子は「楽しかったけど、私が
指示しないと進まないので気が抜けませんでした」と
大変さを実感していました。子どもたちの制作した
番組は、1 月に放送されました。（12 月 18 日～ 20 日）

迎春ガーデニング　

新たな未来に向かう各務原を表現
　市役所本庁舎ロビーと産業文化センターエントラ
ンスホールに、恒例の「迎春ガーデニング」が登場。
来庁する方を華やかに出迎え、目を楽しませました。
　今年のテーマは「私たちには輝く未来がある～次
の 50 年にむけて」。市内のガーデニングサークル「グ
リーンフィンガーズ」の皆さんが、バラの花や竹を
使い、「夢や希望、人々がささえ合う姿」を表現。　
市制施行 50 周年を経て、新たな未来に向かい躍進す
る各務原市をイメージした作品となりました。
                                            （1 月 6 日～ 15 日）

　那加第二小学校「書き初め大会」

１年の決意を込めて
　那加第二小学校では、毎年 3 学期の初めに、全校
児童が学年ごとに「書き初め大会」を行っています。
　1 月 9 日、5 年生児童 108 人が、琴の音が静かに
流れる体育館に整列し、真っ白な紙に今年 1 年の決
意を、力強くしたためました。
　今年の文字は「強い信念」。この日のために、冬休
みの間も練習を重ねてきたという皆さん。一筆ごと
に、丁寧に書き進める姿が見られました。
　5 年 2 組の澤村裕喜さんは、「年に 1 度の特別行事。
いつも真剣な気持ちになります」と話していました。
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いつもわんぱくな斗真くん。1歳おめ
でとう！すくすく大きくなってね♡（お
父さんの賢

ま さ と し

俊さん、お母さんの絵美子さ
ん・那加芦原町）

笑顔がとっても似合うゆりかちゃん。こ
れからも姉兄３人ずっと仲良くね。（お
父さんの伸一さん・お母さんの小百合さ
ん・川島緑町）

達
た つ

　侑
ゆ り か

里花 ちゃん（Ｈ19. 4. 30 生）

環
境
保
護
の
た
め
植
物
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
各
務
原　

平
成
26
年
２
月
１
日
号
（
第
１
２
１
８
号
）

木下　斗
と う ま

真 くん   （Ｈ25. 1. 16 生）

何か始めたいと思っていた時に
市の講座案内で見つけたのが伊勢型紙でした。

3カ月の講座を終えてからも、
仲間と一緒に続けて 5年ほどになります。
展示会へ行って立派な作品を目にすると、
難しいものに挑戦する意欲がわきます。
いずれは、全てを錐

きり

で穴をあける技法で
作ってみたいと思っています。

民ギャラリー市
伊勢型紙「双

そうかく

鶴」
酒井義和さん・つつじが丘
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